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久
慈
地
域
の
取
組

企
業
だ
け
で
な
く
、産
業
・
業
界

全
体
の
理
解
を
促
す

　

久
慈
地
域
で
は
、
雇
用
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
平
成
16
年
か
ら
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」で
は
、
毎
年
1

月
、久
慈
地
域
の
高
校
2
年
生
を
対
象
に

し
た
イ
ベ
ン
ト「
し
ご
と
ス
ク
エ
ア
ｉｎ
久

慈
」
を
開
催
。
職
業
観
の
形
成
や
、
地
元

へ
の
就
職
率
の
向
上
が
目
的
で
す
。

　

内
容
は
、
講
話
を
聞
い
た
後
、
企
業

ご
と
に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
（
平
成
28

年
1
月
開
催
で
は
、
農
林
水
産
業
、
建

設
業
、
ア
パ
レ
ル
産
業
な
ど
地
元
の
14

業
種
15
企
業
）
で
業
種
や
職
種
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
に
よ
り

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
も
の
。
各
企
業

で
は
映
像
を
使
っ
た
り
、
実
際
に
高
校

生
に
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
積
極
的

に
説
明
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

地域が元気でいるためには、若い力が欠かせません。にもかかわらず、新規
高校卒業者の管内就職率は久慈管内で42.0％、二戸管内で35.３％となって
おり、地域における若者の減少や地元企業の人手不足等が懸念されます。
そこで県北広域振興局では、久慈地域と二戸地域それぞれでジョブカフェを
運営し、関係機関と連携しながら、若者の就業支援・地元定着支援に取り組
んでいます。

　
「
地
元
の
産
業
や
企
業
を
知
る
こ
と

で
、
選
択
肢
や
視
野
を
広
げ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
私

た
ち
の
就
職
支
援
は
、
企
業
と
連
携
し

な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
」と
説
明
す
る
の
は

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」
の
就
業
支
援

員
・
東
大
野
加
津
子
さ
ん
。

　
「
し
ご
と
ス
ク
エ
ア
i
n
久
慈
」
は
、

毎
年
２
月
に
久
慈
雇
用
開
発
協
会
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
久
慈
が
開
催
す
る
「
事
業

所
見
学
会
」
の
参
加
高
校
生
に
対
す
る

「
事
前
学
習
」の
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

「
高
校
生
は
、
地
元
企
業
に
関
す
る
情

報
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
か
ら
見
学
会

に
参
加
し
た
ほ
う
が
良
い
」と
、
高
校
・

企
業
の
双
方
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
開
催
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の

た
め
同
見
学
会
の
参
加
企
業
に
は
、「
自

社
の
P
R
だ
け
で
な
く
、
地
元
産
業
や

業
界
全
体
の
話
を
し
て
ほ
し
い
」
と
依

「フレッシャーズ・カフェ」はまるで同窓会

「ジョブカフェ久慈」の皆さん。前列右が東大野加津
子さん、後列右から2番目が佐々木由美子さん

「しごとスクエアin久慈」は、アパレル産業など久慈地域の企業が参加（27年度）

頼
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
校
と
企
業
を
つ
な
ぐ

こ
と
も
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」の
大
き

な
役
割
で
す
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生
に
地
元
企
業
へ
の

理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、

3
年
前
か
ら
企
業
や
そ
こ
で
働
く
若
手

社
員
を
紹
介
す
る
「
久
慈
地
区
企
業
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
て
、
各
高
校
の

進
路
指
導
室
に
置
か
せ
て
頂
き
、「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
高
校
生
へ
の
就
職
支
援
と
し

て
、
定
期
的
に
高
校
を
訪
問
し
、
就
職

希
望
生
徒
と
の
面
談
や
面
接
練
習
、
各

学
校
の
要
望
に
応
じ
た
「
出
前
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で

高
校
と
企
業
を
つ
な
ぐ

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
久
慈
」
で
は
、
若
者
の

早
期
離
職
防
止
を
目
的
に
、
毎
年
度
6

月
と
3
月
に
久
慈
地
域
の
高
校
を
卒
業

し
て
地
域
内
の
事
業
所
に
就
職
し
た
若

者
を
対
象
に
し
た
職
場
定
着
支
援
セ
ミ

ナ
ー「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
カ
フ
ェ
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
講
話
や
、地
元
企
業
で
活
躍
す

る
先
輩
の
体
験
談
、
出
身
高
校
の
担
当

教
諭
も
招
い
た「
ミ
ニ
同
窓
会
」で
、
毎
年

50
人
以
上
が
参
加
。
10
年
前
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
が「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
仲
間
が
多

数
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
も
頑
張
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
の

感
想
が
参
加
者
の
多
く
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、久
慈
管
内
の
高
校
を
卒
業

し
地
元
企
業
に
就
職
し
て
3
年
以
内
の

若
者
を
対
象
に
し
た
職
場
定
着
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
就
業
支
援
員
が
企
業
を

訪
問
し
て
、
対
象
者
と
の
面
談
で
勤
務
の

状
況
や
社
会
人
に
な
っ
て
の
感
想
、
悩
み

を
聞
き
、早
期
離
職
防
止
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
久
慈
地
域
の
4
市
町
村
で

は
、新
卒
者
の
雇
用
拡
大
と
地
元
定
着
を

促
進
す
る
た
め
、新
卒
者
が
地
元
事
業
所

に
就
職
し
て
一
定
期
間
が
経
過
し
た
場
合

等
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付

の
条
件
や
内
容
は
、市
町
村
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
事
業
と
相
ま
っ
て
、

久
慈
地
域
の
若
者
の
離
職
率
は
低
下
し

て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
地
域
の
担
い
手

を
育
て
る「
場
」づ
く
り

　

久
慈
地
域
で
は
学
校
が
行
う
出
前
授

業
や
企
業
見
学
を
通
じ
て
地
域
を
知
り
、

地
元
就
職
・
定
着
に
つ
な
げ
る
た
め
、ま

た
、県
、市
町
村
、商
工
団
体
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
が
連
携
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
域
ぐ
る
み

で
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

「
久
慈
地
域
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
研
究

会
」を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
久
慈
市
で
は
、中
学
校
が
行
う

「
職
場
体
験
」
の
支
援
を
行
う
た
め
「
久

慈
市
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
協
議
会
」で
の

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、学
校
・
企
業
向

け
の
勉
強
会
や
受
入
企
業
リ
ス
ト
の
作

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
中
学
生
の
う
ち
に
地
域
の
産
業
や

企
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
勤
労
観
・
職

業
観
を
形
成
し
た
り
、
高
校
に
行
っ
て

か
ら
の
進
路
選
択
を
考
え
た
り
す
る

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

中
か
ら
地
域
を
担
う
人
材
が
１
人
で
も

増
え
て
く
れ
れ
ば
」
と
同
協
議
会
事
務

局
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
員
・
佐
々
木

由
美
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
せ
デ

ザ
イ
ン
会
議
）は
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
久
慈
地
域
で
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
地
域
の
担
い
手
を
育
て
、
若

者
の
地
元
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

久慈管内 二戸管内

就職者数（A） 219人 116人

県外（B） 110人 56人

県内（C） 109人 60人

うち管内（D） 92人 41人

管内就職者割合（D/A） 42.0% 35.3%

新規高校卒業者の管内就職状況
（平成28年３月）

［2］

北 い わ て 最 前 線
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二
戸
地
域
の
取
組

若 者 の 就 業 支 援 ・
地 元 定 着 支 援 の 取 組

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
面
接
指
導
で

高
校
生
の
就
職
を
支
援

　

二
戸
地
域
で
は
、
若
者
の
就
職
促
進

を
図
る
た
め
、
二
戸
市
と
共
同
で「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て
☆
カ
シ
オ
ペ
ア
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て

☆
カ
シ
オ
ペ
ア
」
で
は
高
校
生
を
対
象
に

様
々
な
就
職
支
援
を
し
て
お
り
、
高
校

に
出
向
い
て
行
う「
進
路
・
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
内
容
は
学
年

ご
と
に
異
な
り
、
１
年
生
に
は
仕
事
や

働
く
こ
と
の
意
義
を
、
２
年
生
に
は
仕

事
の
心
構
え
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の

マ
ナ
ー
な
ど
を
、
３
年
生
に
は
内
定
後

の
心
構
え
な
ど
を
講
義
。
講
師
は「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て
☆
カ
シ
オ
ペ
ア
」
の
就

業
支
援
員
が
担
当
す
る
ほ
か
、盛
岡
市
の

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
わ
て
」に
派
遣
を
依
頼

し
、
高
校
生
に
と
っ
て
幅
広
く
役
立
つ
内

容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
３
年
生
に
は
面
接
指
導

も
実
施
。
面
接
指
導
そ
の
も
の
は
各
高

校
で
も
教
諭
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
と
は
別
に
、
初
対
面
の
第
三
者
に
向

け
て
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
を
学
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
外
部
の
視
点
で
長
所

を
引
き
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

「ジョブカフェいわて☆カシオペア」の皆さん

「㈱十文字チキンカンパニー」の小倉和也さん(右)と、長野翔太さん(左)

「しごとフェア」では多くの企業と話ができる（28年度）

地
元
企
業
へ
の
関
心
を
高
め
る

イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
を
実
施

　

若
者
の
地
元
就
職
支
援
の
た
め
に

は
、
地
元
企
業
の
理
解
促
進
を
図
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
毎
年
開
催
し

て
い
る
の
が
、
高
校
２
年
生
向
け
の
地

元
企
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
し
ご
と
メ
ッ

セ
」
と
、
高
校
新
卒
者
向
け
の
合
同
会

社
説
明
会「
し
ご
と
フ
ェ
ア
」で
す
。

　

前
者
で
は
、
参
加
す
る
高
校
生
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、各
企
業
が

「
実
演
」
や
「
仕
事
体
験
」
な
ど
内
容
を

工
夫
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
。
試
食
な
ど
を
行

う
企
業
も
あ
り
、
高
校
生
に
好
評
で
す
。

　
一
方
後
者
で
は
、
高
校
生
が
企
業
担

当
者
と
面
談
を
行
う
の
で
、
地
元
産
業

や
企
業
へ
の
理
解
が
深
ま
る
だ
け
で
な

く
、
企
業
が
求
め
る
人
材
像
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
企
業
に
と
っ
て

も
、
自
社
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
・
Ｐ
Ｒ

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
、

入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止
も
期
待
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、こ
の
２
つ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
高
校
生
も
企
業
も
、

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ふ
だ
ん
仕
事
の
様
子
を
見

る
機
会
が
な
い
地
元
企
業
へ
の
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
度
か
ら
中
・

高
校
生
向
け
の
「
地
元
企
業
訪
問
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
企
業
は
、
管
内
に
多
い
、
製
造

業
が
中
心
。
食
品
、
縫
製
、
機
械
電
子

関
係
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
定
し
、
各
校

と
調
整
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
早
い
段
階
か
ら
地
元
企
業

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
今
年
度

は
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
企
業
見
学
」

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
業
者
へ
の
個
別
面
談
で

早
期
離
職
を
防
ぐ

　

地
元
企
業
に
就
職
し
た
若
者
の
早
期

離
職
を
防
ぐ
た
め
に
、「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

い
わ
て
☆
カ
シ
オ
ペ
ア
」
で
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
の
が
、
新
規
就
業
５
年

以
内
の
高
校
・
専
門
学
校
既
卒
者
を
対

象
に
し
た
個
別
面
談
で
す
。
企
業
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
就
業
支
援
員
が
訪
問

し
、
仕
事
の
内
容
や
悩
み
な
ど
を
聞
く

も
の
で
、
昨
年
度
は
７
企
業
の
の
べ
34

人
に
実
施
し
ま
し
た
。
悩
み
の
内
容
に

よ
っ
て
は
企
業
に
相
談
し
、
解
決
し
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

二
戸
市
の
㈱
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
勤
め
、
入
社
し
た
昨
年
に
面
談

を
受
け
た
小
倉
和
也
さ
ん
は
、「
就
業
支

援
員
の
方
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
面
識

が
あ
っ
た
う
え
、
自
社
の
社
員
で
は
な

い
の
で
、
面
談
で
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
満
足
し

て
い
ま
す
。

　

小
倉
さ
ん
は
高
校
在
学
時
に
、「
し
ご

と
メ
ッ
セ
」、「
し
ご
と
フ
ェ
ア
」に
参
加

し
た
り
、
面
接
指
導
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
会

社
が
安
定
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し
て
職

場
の
雰
囲
気
が
良
い
と
感
じ
、
就
職
に

つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
上
司
で
あ
る
同
社
二
戸
工
場

製
造
二
課
主
任
の
長
野
翔
太
さ
ん
は
、

「
周
辺
に
同
業
他
社
が
多
い
た
め
、
自
社

の
強
み
を
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
で『
し
ご
と
メ
ッ
セ
』、『
し
ご
と

フ
ェ
ア
』な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
効
果
が
あ

り
、
ま
た
、
個
別
面
談
な
ど
で
来
年
度

の
新
卒
情
報
ま
で
情
報
交
換
で
き
る
の

は
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
い
わ
て
☆
カ
シ
オ
ペ
ア
」
を
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。

［3］

北 い わ て 最 前 線



枝いっぱいに実ったブルーベリー

岩手県のブルーベリー栽培のパイオニア中里久雄さん

日光を浴びて輝くサクランボは「赤い宝石」
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
果
物
」ス
ト
ー
リ
ー

「
ブ
ラ
ン
ド
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ド
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ド
果
物
」ス
ト
ー
リ
ー

「
ブ
ラ
ン
ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
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ド
果
物
」ス
ト
ー
リ
ー

「
ブ
ラ
ン
ド
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ド
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ー
リ
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昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
雨
量
が
少
な
い
北
い
わ
て
は
、
果
物
の

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
雨
量
が
少
な
い
北
い
わ
て
は
、
果
物
の

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
雨
量
が
少
な
い
北
い
わ
て
は
、
果
物
の

栽
培
に
適
し
た
地
域
。
そ
の
気
候
を
生
か
し
て
様
々
な
品
種
の
果

栽
培
に
適
し
た
地
域
。
そ
の
気
候
を
生
か
し
て
様
々
な
品
種
の
果

栽
培
に
適
し
た
地
域
。
そ
の
気
候
を
生
か
し
て
様
々
な
品
種
の
果

物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
生
産
者
の
意
欲
的
な
取
組

物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
生
産
者
の
意
欲
的
な
取
組

物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
生
産
者
の
意
欲
的
な
取
組

と
、
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
やＪ
Ａ
な
ど
の
協
力
体
制
に

と
、
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
やＪ
Ａ
な
ど
の
協
力
体
制
に

と
、
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
やＪ
Ａ
な
ど
の
協
力
体
制
に

よ
り
生
ま
れ
た
高
品
質
の「
ブ
ラ
ン
ド
果
物
」は
、
消
費
者
か
ら
高

よ
り
生
ま
れ
た
高
品
質
の「
ブ
ラ
ン
ド
果
物
」は
、
消
費
者
か
ら
高

よ
り
生
ま
れ
た
高
品
質
の「
ブ
ラ
ン
ド
果
物
」は
、
消
費
者
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
、
観
光
・
交
流
の
拡
大
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。

く
評
価
さ
れ
、
観
光
・
交
流
の
拡
大
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。

く
評
価
さ
れ
、
観
光
・
交
流
の
拡
大
に
も
つ
な
が
って
い
ま
す
。

北
い
わ
て
で
は
夏
か
ら
初
冬
に
か
け
て

次
々
と
特
別
な
果
物
が
実
り
ま
す
。

味良し、
見た目良しで

北いわての
魅力をＰＲ

生
産
者
の
努
力
と
情
熱
が
、
品
質
向
上
・
生
産
拡
大
を
支
え
る

夏
か れ ん

恋
7月8月

カシオペアブルー
9月

エーデルロッソ

鮮やかな色と美しいツヤから
「赤い宝石」といわれる品種

「佐藤錦」。その中から「糖度17度
以上」、「Ｌサイズ」、「着色80％以
上」のものを選りすぐりました。県内
産サクランボのトップブランドです。

大粒ブルーベリー品種「チャン
ドラー」の中から直径24ミリ

以上を選別。こまめな剪定や選果
など丹精込めて栽培した結果、大
きいものは500円玉サイズにもな
ります。味も折り紙付き。

平成26年から販売された岩手
オリジナルのぶどうで、赤紫

色の大粒の実は糖度18～19度と
いう強い甘みが特徴。食べ応えの
ある大きさですが、皮がむきやすい
ので食べやすいと好評です。

枝
の
管
理
を
徹
底
し
生
産
増
と

風
味
ア
ッ
プ
に
成
功

　

岩
手
県
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
本
格
栽

培
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
57
年
。
二
戸

市
金
田
一
で「
権ご
ん
し
ち
え
ん

七
園
」を
営
む
中
里
久

雄
さ
ん
は
、
そ
の
１
年
前
か
ら
栽
培
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
農
家
の
中
里
さ
ん
は
、
初
め

て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
か
ら
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
冬
は
畑
の
外
周
に
ネ
ッ
ト
を
張
っ

て
寒
風
で
枝
が
枯
れ
る
の
を
防
い
だ

り
、
畑
に
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
て
土

が
乾
か
な
い
よ
う
工
夫
。
ま
た
Ｊ
Ａ
新

い
わ
て
北
部
地
域
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
部
会

長
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
地
元
の
農
家
に

も
教
え
て
木
の
つ
く
り
方
を
指
導
す
る

な
ど
し
、
地
域
全
体
の
生
産
量
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
戸
市

の
依
頼
を
受
け
て
、
大
粒
品
種「
チ
ャ
ン

ド
ラ
ー
」
の
栽
培
に
も
着
手
。
生
産
者

の
仲
間
た
ち
と
研
究
を
重
ね
、
平
成
21

年
に
「
カ
シ
オ
ペ
ア
ブ
ル
ー
」
を
市
場
に

送
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
栽
培
で
重
要
な
の
は
枝
の
剪
定
」と

言
い
切
る
中
里
さ
ん
は
、
こ
ま
め
に
剪

定
し
て
着
花
量
を
制
限
し
、
粒
を
大
き

く
育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
剪
定
は
、
日

当
た
り
や
風
通
し
を
良
く
し
、
風
味
の

良
さ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
で
も
こ
れ
ほ
ど
努
力
し
て
も
、１
房

の
中
で
直
径
24
ミ
リ
以
上
に
育
つ
の
は

１
個
か
２
個
。
そ
こ
で
１
粒
で
も
多
く

『
カ
シ
オ
ペ
ア
ブ
ル
ー
』
に
な
る
よ
う
、

剪
定
方
法
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
中
里
さ
ん
。
さ
ら
な
る
生
産
拡

大
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

き
め
細
か
い
作
業
と
気
配
り
が

「
赤
い
宝
石
」
を
つ
く
る

　

県
内
一
の
栽
培
面
積
を
誇
る
北
い
わ

て
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
。
そ
の
中
で
も
選
り

す
ぐ
り
の
「
夏
恋
」
誕
生
の
地
が
、
一
戸

町
小
鳥
谷
地
区
で
す
。
ぶ
ど
う
農
家
が

多
か
っ
た
同
地
区
で
は
昭
和
62
年
、
ぶ

ど
う
以
外
の
収
入
を
得
る
た
め
に
、
高

級
品
種
で
あ
る
佐
藤
錦
の
栽
培
を
開

始
。平
成
２
年
に
無
事
に
実
が
付
く
と
、

糖
度
17
度
以
上
、
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
、
着

色
80
％
以
上
の
も
の
を「
夏
恋
」と
名
付

け
、
売
り
出
し
ま
し
た
。

　

実
を
大
き
く
し
色
づ
き
を
良
く
す
る

た
め
に
は
、
枝
の
剪
定
や
実
を
間
引
く

作
業
が
重
要
。
ま
た
、
実
に
日
光
を
当

て
て
着
色
と
風
味
を
良
く
す
る
た
め

に
、
葉
を
摘
ん
だ
り
、
収
穫
直
前
に
地

面
に
反
射
材
を
し
い
て
下
か
ら
日
光
を

当
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
収

穫
後
も
、
枝
の
剪
定
・
土
づ
く
り
・
芽
の

整
理
と
い
っ
た
作
業
が
続
き
ま
す
。
果

物
は
花
が
咲
く
ま
で
前
年
の
養
分
で
育

つ
た
め
、
こ
の
作
業
が
来
年
の
出
来
を

左
右
す
る
と
あ
っ
て
気
が
抜
け
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
生
産
者
の
熱
心
な
作
業

と
き
め
細
か
い
気
配
り
が
、
美
し
く
風

味
の
良
い
「
赤
い
宝
石
」
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

独
自
の
栽
培
技
術
が
生
ん
だ

プ
レ
ミ
ア
ム
り
ん
ご

　
「
冬
恋
」
は
も
と
も
と
「
は
る
か
」
と

い
う
品
種
の
り
ん
ご
で
、
平
成
20
年
に

誕
生
。
光
セ
ン
サ
ー
選
果
機
に
よ
っ
て

糖
度
16
度
以
上
、
蜜
入
り
指
数
２
・
５

以
上
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
プ
レ
ミ
ア

ム
り
ん
ご
で
す
。

　

特
徴
で
あ
る
濃
厚
な
甘
み
と
コ
ク
、

き
れ
い
な
黄
色
の「
肌
」は
、
１
玉
１
玉

袋
が
け
を
し
て
、
雪
が
降
る
頃
ま
で

「
寒
」
に
当
て
な
が
ら
完
熟
す
る
の
を
待

つ
「
寒
ざ
ら
し
栽
培
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ

ま
す
。
こ
の
有
袋
技
術
を
冬
恋
栽
培
に

導
入
し
た
の
が
二
戸
市
の
生
産
者
・
中

野
喜
雄
さ
ん
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
北
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
、
生
産
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
団
体

「
岩
手
冬
恋
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
。「
冬

恋
」
の
生
産
販
売
は
同
会
の
会
員
の
み

で
、
会
員
の
生
産
者
は
技
術
を
厳
守
し

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し
た
が
っ
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
員
登
録
制
の
生
産
販

売
は
県
内
初
の
試
み
で
、「
冬
恋
」
の
品

質
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
久

米
正
明
さ
ん
に
よ
る
と
、「
冬
恋
」の
評

価
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
生
産
も
拡
大
し
、
そ
の
販
売
額
は
、

平
成
31
年
度
に
は
27
年
度
か
ら
倍
増
す

る
見
込
み
で
す
。

POINT

大
POINT

鮮
POINT

［4］

北 い わ て 最 前 線



ギフト用として箱詰め
された「冬恋」

「冬恋収穫体験」ツアー(㈱川徳友の会提供)

「さくらんぼ摘み」体験(㈱川徳友の会提供)

ブ
ラ
ン
ド
果
物
の
販
売
戦
略
構
築
と
、
産
地
や
ブ
ラ
ン
ド
果
物
の
情
報
発
信
を
展
開

10月
紅いわて

11月
カシオペア・クイーンサンふじ

12月
冬
ふ ゆ

恋
こ い

二戸市 昆さよ子さん
(右は修行先の中野喜雄さん、左は同じく浪岡清美さん)

濃い紅色の実が目を引く岩手
オリジナルのりんご。甘みと

酸味のバランスが絶妙で、ジュー
シーなのにパリッとした食感です。
皮をむいたあとに果肉が変色しに
くい点も特徴の一つです。

りんごの王様「ふじ」を袋をか
けずに育てた「サンふじ」は、

甘みが強くジューシー。その「サ
ンふじ」の中でも糖度が高く蜜が
入ったものを厳選しました。 特に
贈答用として人気です。

独自の「寒ざらし栽培」により、
糖度を高めました。糖度20

度を超えるものもあるほどの強い
甘み、たっぷりの果汁、シャキシャ
キした歯ごたえは、まさに「最高級
のりんご」です。

　今年5月、二戸市が募集していた地域おこし協力隊
「果恋ジャー」に採用され、仙台市から移住しました。
二戸では父方の祖父母が農業をしており、2人の死後
に休耕地となった畑を復活させたいと思ったのが、応
募の理由です。今は中野さんと浪岡さんの2人の果樹
園で手伝いをしていますが、何十年という長い期間で
栽培を考えたり、味や見た目を追求する点に、果樹栽
培のおもしろさを感じています。任期終了後は2人の師
匠からの教えを生かし、祖父母の畑で果樹を栽培する
つもり。また、地域が元気になるイベントなどを企画し
て、地域おこしにも取り組みたいです。
※9月から新たな「果恋ジャー」が1名着任する予定

流
通
関
係
者
と
協
力
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

　

そ
も
そ
も
果
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
た
の
は
、
生
産
者
の
所
得
向
上
が
目

的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
緻
密
な
販
売

戦
略
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で「
冬

恋
」
は
、「
冬
恋
研
究
会
」
が
販
売
業
者

と
協
力
し
て
流
通
対
策
に
取
り
組
み
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
老
舗
デ
パ
ー
ト
、盛
岡
市
の
カ

ワ
ト
ク
で
は
、「
冬
恋
」を
誕
生
当
初
か
ら

「
限
定
品
」
と
し
て
お
歳
暮
ギ
フ
ト
カ
タ

ロ
グ
に
掲
載
し
、高
級
果
物
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
ン
ド
ギ
フ
ト
商
品
の
場
合
、
産

地
に
よ
る『
格
付
け
』が
な
い
と
販
売
が

難
し
い
の
で
す
が
、
糖
度
や
蜜
入
り
指

数
と
い
う
基
準
が
あ
る『
冬
恋
』は
明
確

な『
格
付
け
』が
あ
り
、
販
売
で
き
ま
し

た
」
と
デ
パ
ー
ト
の
担
当
者
は
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
販
売
当
初
は
売
り
上
げ

が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

同
研
究
会
に
協
力
し
て
も
ら
い
ギ
フ
ト

販
売
会
場
で
試
食
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
売
り
上
げ
が
少
し
ず
つ
伸
び
た
そ

う
で
す
。「
贈
っ
た
相
手
に
喜
ば
れ
た
か

ら
」
と
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
現
在
も

売
り
上
げ
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
販
売
業
者
に
と
っ
て
は
安

全
面
の
品
質
管
理
も
販
売
取
扱
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
が
、「
冬
恋
」

の
場
合
は
Ｊ
Ａ
の
集
荷
場
で
厳
し
く
選

果
さ
れ
る
点
が「
信
用
」と
な
り
、
販
売

取
扱
の
増
加
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
体
験
で

産
地
の
魅
力
も
Ｐ
Ｒ

　

気
候
や
土
壌
に
恵
ま
れ
た
北
い
わ
て

の
果
物
は
品
質
が
優
れ
、
県
内
外
で
高

く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
産
地
と
し
て
の
知
名
度
は
あ
ま
り

高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促

進
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
な
ど
を

目
指
し
、
平
成
24
年
、
二
戸
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、
観
光
果
樹
園
、Ｊ
Ａ
、

市
町
村
な
ど
が
協
力
し
、
二
戸
地
方
観

光
農
業
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
26
年

度
に
か
け
て
、
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
試

食
会
や
果
物
を
使
っ
た
菓
子
作
り
会
の

開
催
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
県
北
広
域
振
興

局
副
局
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
。
そ
し
て
昨
年
度
は
、
㈱
川

徳
友
の
会
や
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道

㈱
、二
戸
市
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
や「
冬
恋
」の
収
穫
体
験
を

合
計
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
㈱
川
徳
友
の
会
と
は
、
昨

年
11
月
、
二
戸
市
内
で
会
員
を
対
象
と

し
た
収
穫
体
験
事
業
を
実
施
。「
冬
恋
」

の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、「
食
体
験
」
と
し

て
二
戸
地
域
の
食
の
匠
認
定
料
理
の
調

理
と
試
食
、「
加
工
体
験
」
と
し
て
り
ん

ご
ジ
ャ
ム
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
同
社
の
事
務
局
長
・
高
橋
和
博

さ
ん
は
、「
収
穫
体
験
時
に
生
産
者
の
方

が
栽
培
法
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
が
、
ど
れ
だ
け
愛
情
を
込
め
て
栽

培
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
、『
冬
恋
』
ブ

ラ
ン
ド
の
認
知
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
生
産
者
の
取
組
を
評
価
し
ま

す
。
事
業
そ
の
も
の
も
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
か
ら
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
協

議
会
で
は
今
年
６
月
に
も
同
社
と
連
携

し
て
二
戸
市
内
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫

体
験
を
実
施
。
ま
た
冬
も
、
昨
年
同
様

に「
冬
恋
」の
収
穫
体
験
を
実
施
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
収
穫
体
験
は
す
べ
て
、

周
辺
の
産
直
や
物
産
セ
ン
タ
ー
に
立
ち

寄
る
コ
ー
ス
に
設
定
し
て
お
り
、
地
域

の
観
光
や
魅
力
Ｐ
Ｒ
の
面
で
も
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
協
議
会
で
は
県
の
広
域
振

興
事
業
「
カ
シ
オ
ペ
ア
果
物
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
。
二
戸
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
果
物
の
評
価
向
上
・
販
路
拡
大

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
や
タ

ウ
ン
誌
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信
、
観

光
分
野
と
連
携
し
た
フ
ァ
ン
拡
大
、
首

都
圏
等
の
高
級
百
貨
店
へ
の
販
路
拡

大
、
そ
し
て
糖
度
計
や
蜜
入
り
セ
ン

サ
ー
を
活
用
し
た
品
質
向
上
へ
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

果恋
ジャー
初めまして！

私が「果
かれん

恋ジャー」です！

独
POINT POINT

濃
POINT
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地
元
若
者
た
ち
に
よ
る

九
戸
政
実
武
将
隊
の
結
成
も

　

豊
臣
政
権
に
異
議
を
唱
え
、
わ
ず
か

５
千
の
兵
で
、
６
万
５
千
の
豊
臣
軍
に

立
ち
向
か
い
、一
歩
も
退
か
ず
に
戦
っ
た

戦
国
武
将
「
九
戸
政
実
」。こ
の
郷
土
の

英
雄
「
九
戸
政
実
」
を
全
国
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
二
戸
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
こ
う
と
い
う
官
民
あ
げ
て
の
取
組

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
、二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

と
九
戸
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

な
ど
関
係
団
体
が
連
携
し
て
「
九
戸
政

実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
漫
画
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
、ま
ち
お
こ
し
フ
ォ
ー

着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

 「
減
塩
・
適
塩
」
活
動
の
輪

　

脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
の
岩
手（
平
成
22
年
）。
な
か
で

も
県
北
地
域
の
男
性
の
死
亡
率
は
依
然

と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
の
一つ
が
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
。

（
平
成
24
年
：
全
国
10・4
g
／
日
、岩
手
県

11・8
g
／
日
）
脳
卒
中
を
は
じ
め
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の一日
の
塩
分
量
の
目

標
は
成
人
男
性
８ｇ
未
満
、
女
性
７ｇ
未

満
、高
血
圧
の
方
6
g
未
満
で
、健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
塩
分
の

摂
取
量
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
保
健
福
祉
環
境
部
で
は
、市
町

縫
製
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン

も
パ
タ
ー
ン
も
手
が
け
た
い

　

久
慈
、
二
戸
地
域
に
は
多
く
の
縫
製

業
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
質
の
高
い
縫

製
技
術
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
県

北
地
域
の
縫
製
業
を
も
っ
と
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
昨
年
、
北
い
わ
て
に
拠
点
を

置
く
縫
製
業
16
社
に
よ
っ
て
「
北
い
わ

て
ア
パ
レ
ル
産
業
振
興
会
」
が
設
立
さ

れ
、
縫
製
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
人

材
育
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

振
興
会
は
県
北
広
域
振
興
局
の
後
を

引
き
継
い
で
、
平
成
28
年
２
月
に
「
第

３
回
北
い
わ
て
学
生
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」を
開
催
。

ゆたかさ
つながり
ひと

～いっしょに育む「希望郷いわて」～

県北広域トピックス２０16

戦
国
武
将
・
九
戸
政
実
を
生
か
す

地
域
お
こ
し

二
戸
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の

食
生
活
改
善
活
動

脳
卒
中
を
減
ら
そ
う

「
北
い
わ
て
仕
立
て
屋
女
子
会
」結
成

北
い
わ
て
か
ら
新
た
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
発
信

ラ
ム
の
開
催
、
市
民
文
士
劇
の
上
演
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
は
、
九
戸
政
実
の
思
い

を
受
け
継
ぐ
熱
き
若
者
た
ち
が
「
九
戸

政
実
武
将
隊
」を
結
成
。
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
し
、甲
冑
姿
で
の
踊
り
や
殺

陣
な
ど
の
戦
国
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
地

域
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
お
も
て
な
し
班
」
も
加
わ
り
、
九
戸
城

で
の
来
場
者
の
案
内
や
二
戸
駅
で
の
帰

省
客
の
出
迎
え
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
出
演
以

外
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
９
月
24
日（
土
）に
は
、プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
で
城
マ
ニ
ア
と
し
て
も
有
名
な
藤

波
辰
爾
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
九
戸
城

や
九
戸
政
実
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

戦
国
武
将
・
九
戸
政
実
に
よ
る
地
域
お
こ

村
の
関
係
機
関
や
食
生
活
改
善
推
進
員

な
ど
と
協
力
し
て
、「
減
塩
・
適
塩
」の
普

及
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

特
に
適
塩
濃
度
0・
8
％
の
味
噌
汁
を

試
飲
し
て
も
ら
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
食

生
活
改
善
推
進
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し

て
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
を
測
定
す
る
「
突

撃
！ 

隣
の
お
味
噌
汁
」の
活
動（
久
慈
、
二

戸
保
健
所
管
内
１
１
３
５
家
庭
を
訪
問
）

な
ど
は
、
体
験
を
通
し
て
減
塩
の
必
要
性

を
実
感
で
き
る
機
会
と
な
る
た
め
、
健
康

意
識
を
変
え
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー

で
は
「
カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
健
康
21
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」と
共
に「
二
戸
地
域
健
康
川

柳
」を
募
集
し
、最
優
秀
賞
に
は
小
寺
三
枝

子
さ
ん（
一
戸
町
）の
作
品「
減
塩
で　

岩
手

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
振
興
会
会
員
企

業
９
社
か
ら
９
人
の
女
性
が
参
加
し
て
、

「
北
い
わ
て
仕
立
て
屋
女
子
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
女
子
会
で
は
、
企
業
の
工

場
見
学
や
、
県
が
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
文
化
学
園
の
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

大
学
院
大
学
な
ど
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
デ
ザ
イ
ン
画
や
パ
タ
ー
ン
作
成
な

ど
の
研
修
を
行
い
な
が
ら
、
９
人
が
そ

れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
を
制
作
。
成

果
は
来
年
２
月
の
「
第
４
回
北
い
わ
て

学
生
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

で
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

縫
製
業
に
携
わ
る
９
割
は
女
性
。
そ
の

女
性
た
ち
が
女
子
会
の
活
動
を
通
じ
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
北
い
わ
て
の
縫
製
業

が
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

し
が
一
層
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

☎ 
０
１
９
５
-２
３
-９
２
０
１

九
戸
政
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://m
asazane.com

/

の
人
は　

N
O
卒
中
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
健
康
増
進
活
動
は
、
関

係
機
関
だ
け
で
な
く
、
飲
食
店
や
学
校
、

高
校
生
な
ど
、
地
域
全
体
で
の
取
組
と

な
っ
て
お
り
、
活
動
の
輪
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
県
北
広
域
振
興
局
保
健

福
祉
環
境
部

☎ 

０
１
９
４
-５
３
-４
９
８
７

プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
の
女
子
会
の

活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
誕
生
す
る

か
、来
年
の
シ
ョ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
１
９
５
-２
３
-９
２
０
１

二戸地域を盛り上げる「九戸政実武将隊」藤
ふじなみ
波辰

たつみ
爾さん

意欲的に研修に取り組むメンバー健康川柳を募集し、入賞者を表彰

岩手県が進める「いわて県民計画」
第３期アクションプランに基づいて、県民の暮ら
しを守り、産業を元気にし、観光・交流の振興
を図る施策が動き出しています。
その概要をお知らせします。
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県
内
初
の
非
加
熱
に
よ
る

山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
の
開
発

　

野
田
村
の
海
の
見
え
る
丘
に
山
ぶ
ど

う
ワ
イ
ン
の
醸
造
所
「
株
式
会
社
の
だ

む
ら　

ワ
イ
ン
醸
造
所
」（
愛
称
「
涼
海

の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
」）
が
完
成
し
、
い
よ

い
よ
10
月
９
日（
日
）に
醸
造
開
始
式
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

野
田
村
な
ど
、
久
慈
地
域
は
も
と
も

と
山
ぶ
ど
う
の
産
地
。
自
生
す
る
山
ぶ

ど
う
を
１
本
１
本
挿
し
木
で
増
や
す
な

ど
、
栽
培
農
家
が
丹
念
に
生
産
量
を
増

や
す
一
方
で
、
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
酸
味
が
少

自
分
た
ち
で
獲
っ
て
、

自
分
た
ち
で
売
る
喜
び

　

自
分
た
ち
が
獲
っ
て
き
た
も
の
を
自

分
た
ち
で
販
売
す
る
産
直
は
、
消
費
者

の
反
応
に
直
に
触
れ
ら
れ
る
い
い
機
会

で
あ
り
、
生
産
意
欲
の
向
上
と
浜
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
年
に
1
度
、
密
や
か
に
開
か
れ
る

「
浜
の
産
直
」
の
狙
い
も
ま
さ
に
そ
れ

で
、
水
産
部
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
、

「
久
慈
地
域『
海
の
幸
』P
R
協
議
会
」と

連
携
し
、ノ
ボ
リ
や
焼
き
台
購
入
な
ど
、

産
直
立
ち
上
げ
の
初
期
費
用
を
支
援
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
種
市
南
漁
業
協
同
組
合
中
野
実
行

県
北
地
域
は
日
本
一
の
炭
の
里

　

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
岩
手
の
木

炭
。そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
県
北
地
域

で
す
。
黒
炭
の
生
産
量
は
２
９
５
４
t

（
平
成
26
年
）
に
及
び
、
岩
手
県
内
の
９

割
、全
国
の
４
割
の
生
産
量
を
占
め
て
い

ま
す
。ま
た
、県
北
地
域
の
林
業
生
産
額

（
約
25
億
円
）
の
２
割
相
当
を
占
め
る
重

要
な
産
業
の
一つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
大
半
が
個
人
生
産
の
た
め
、

移
出
業
者
な
ど
の
買
取
業
者
の
言
い
値

で
販
売
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
、
生
産
者
価
格
の
安
定
化
が
急
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
生
産
者
の
高
齢

整
備
が
進
む

 「
野
田
山
形
線
の
野
田
工
区
」
と

 「
３
９
５
号
赤
石
峠
」

　

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る

道
路
。
特
に
三
陸
沿
岸
地
域
で
は
、
役

場
や
消
防
、
救
急
医
療
施
設
な
ど
、
防

災
・
医
療
拠
点
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路

や
、
水
産
業
を
い
ち
早
く
復
興
さ
せ
る

た
め
の
道
路
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
そ
れ
ら「
復
興
関
連
道
路
」の

早
急
な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

野
田
村
野
田
地
区
で
は
、
国
道
45
号

を
起
点
と
し
、
三
陸
沿
岸
道
路（
仮
称
）

野
田
I
C
へ
接
続
す
る
県
道
「
主
要
地

方
道
野
田
山
形
線
野
田
工
区
（
延
長
約

山
ぶ
ど
う
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

「
涼す

ず

み海
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

 
オ
ー
プ
ン

浜
の
活
性
化
と
漁
業
者
の
意
欲
向
上
を

め
ざ
す「
密
か
な
浜
の
産
直
」

浜
の
産
直
が
拡
大
中

元
気
な
木
炭
生
産
地
を
め
ざ
し
て

木
炭
生
産
者
価
格
の
安
定
に
よ
る

経
営
意
欲
向
上
の
取
組

災
害
に
強
い
道
路
を
作
ろ
う

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
の

基
盤
整
備
を
進
め
る

な
く
早
熟
の
「
野
村
系
」、
し
っ
か
り
し

た
酸
味
の「
葛
巻
系
」な
ど
、
系
統
の
栽

培
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
株
式
会
社
の
だ
む
ら
」
で

は
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
山
ぶ

ど
う
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
開
発
と

醸
造
所
の
建
設
に
着
手
。
あ
え
て
１
〜

２
週
間
遅
摘
み
し
て
糖
度
と
熟
度
を
あ

げ
た
果
実
を
非
加
熱
で
発
酵
さ
せ
る
ワ

イ
ン
造
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
販
売
ワ

イ
ン
と
し
て
は
県
内
初
の
非
加
熱
に
よ

る
ワ
イ
ン
醸
造
で
、来
年
３
月
に
は
１
万

本
が
出
荷
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

村
外
で
の
委
託
醸
造
か
ら
、
自
分
た

ち
の
村
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
醸
造
へ
転

換
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
意
欲
の
向

部
会
」の
産
直
は
今
年
度
で
３
回
目
の
開

催
。
同
じ
く
３
回
目
と
な
る
「
久
慈
市
漁

業
協
同
組
合
侍
浜
生
産
部
」
の
産
直
は
、

時し
け化
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
、

来
年
へ
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
久
慈
市
漁
業

協
同
組
合
夏
井
生
産
部
」
と
「
久
慈
川

漁
業
協
同
組
合
」
が
仲
間
に
加
わ
り
、

活
動
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。「
夏
井
生
産

部
」の
産
直
は
、も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
の
夏
祭

り（
７
月
23
日
、
24
日
）で
店
開
き
。
地

元
の
シ
ン
ボ
ル
、
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
復
活

に
合
わ
せ
た
産
直
オ
ー
プ
ン
と
あ
っ
て
、

生
産
者
も
地
元
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
久
慈
川
漁
業
協
同
組
合
に
よ

る
「
川
の
産
直
」
は
、
８
月
12
日
に
「
大

化
も
進
ん
で
お
り
、
後
継
者
不
足
も
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
務
部
で
は
、
県
北
地
域
の
木
炭
生

産
者
が
組
織
す
る
「
北
い
わ
て
木
炭
産

業
振
興
協
議
会
」
と
連
携
し
て
、
生
産

者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
課
題
を
踏

ま
え
、
生
産
し
た
木
炭
を
適
正
な
価
格

で
販
売
で
き
る
仕
組
づ
く
り
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
生
産
者
一
人
一
人
の
意
識

調
査
や
連
携
に
よ
る
発
言
力
の
強
化
、

ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
木
炭
品
質
の
向
上

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
地
理
的
表

示
制
度
な
ど
「
木
炭
生
産
力
向
上
の
検

討
会
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
11
月
19
日

1
・
5
㎞
）」
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
県
道
工
事
は
、
浸
水
想
定

区
域
外
に
道
路
を
付
け
替
え
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
。
村

で
整
備
を
行
っ
た
新
町
地
区
高
台
団
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
大
変
便
利
に
な
り
ま

す
。
旧
道
か
ら
の
切
り
替
え
が
完
成
し
、

供
用
開
始
と
な
る
の
は
平
成
29
年
度
の

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
軽
米
町
の
一
般
国
道
３
９
５
号

赤
石
峠
工
区
で
は
Ｓ
字
カ
ー
ブ
や
急
勾

配
を
解
消
す
る
改
良
工
事
（
延
長
区
間

８
８
０ｍ
）
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
道
幅
が
狭
く
、
特
に
冬
期
間

は
堆
雪
帯
が
な
い
た
め
寄
せ
た
雪
で
さ

ら
に
道
幅
が
狭
く
な
り
大
型
車
通
行
に

支
障
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幅
員
を
6
・

上
は
も
ち
ろ
ん
、
交
流
拠
点
と
し
て
の

機
能
や
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
野

田
村
ワ
イ
ナ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
」
を

募
集
す
る
な
ど
し
て
販
路
の
開
拓
に
も

努
め
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
役

立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】県
北
広
域
振
興
局
農
政
部

☎ 

０
１
９
４
-５
３
-４
９
８
３

川
目
第
２
ふ
化
場
（
久
慈
市
）」
で
活
ア

ユ
や
活
ヤ
マ
メ
を
販
売
。
市
民
の
方
々

や
釣
り
人
な
ど
に
久
慈
川
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

漁
業
者
自
ら
が
運
営
す
る
産
直
で
の
購

入
は
北
三
陸
の
漁
家
と
地
域
を
元
気
に

し
ま
す
。
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
県
北
広
域
振
興
局
水
産
部

☎ 

０
１
９
４
-５
３
-４
９
８
５

（
土
）
に
は
、
元
気
な
木
炭
産
地
づ
く
り

に
向
け
、一
般
の
方
の
参
加
も
募
っ
て

「
北
い
わ
て
木
炭
生
産
振
興
大
会
（
会

場
・
久
慈
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）」を

開
催
し
、
県
北
地
域
が
日
本
一
の
炭
の

里
で
あ
る
こ
と
を
広
く
P
R
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
県
北
広
域
振
興
局
林
務
部

☎ 

０
１
９
４
-５
３
-４
９
８
４

0
m
か
ら
９
・
５
m
に
拡
幅
す
る
た
め
、

走
行
性
が
向
上
し
ま
す
。
国
道
３
９
５

号
は
内
陸
の
二
戸
と
沿
岸
の
久
慈
を
結

ぶ
、
県
内
最
北
端
の
横
断
道
路
。
供
用

開
始
は
平
成
28
年
度
末
の
見
込
み
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
県
北
広
域
振
興
局
土
木
部

☎ 

０
１
９
４
-５
３
-４
９
９
０

二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
１
９
５
-２
３
-９
２
０
９

海を見ながらワインを味わえる「涼海の丘ワイナリー」

火持ちが長く火力が強い県北の木炭（黒炭）

新鮮な海産物を求める人で溢れ、会場は大盛況

安心して運転が出来る様に道路を拡幅(赤石峠)

復興支援道路工事は順調に進行中(野田山形線)
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岩手県 県北広域振興局全世帯配布広報誌 （平成28年9月発行）
【編集・発行】 県北広域振興局経営企画部  〒028-8042 岩手県久慈市八日町1-1 TEL：0194-53-4981㈹  FAX：0194-53-1720  E-mail：BK0001@pref.iwate.jp

北緯40°ナニャトヤラ連邦会議
　八戸・久慈・二戸の三圏域は、ほぼ全域が北緯40度内に入り、この地域に古くから伝わる盆踊り「ナニャトヤラ」

と組み合わせた「北緯40°ナニャトヤラ連邦」という愛称を用い、活力ある地域づくりを進めていくための連携した

活動を行っています。

　三圏域では近年の日常生活圏の広域化に伴い、その結びつきが強くなってきています。それぞれが守り伝えてき

た地域資源を、お互いが最大限に活かし合うことで、三圏域全体の地域振興に結びついていくと考え、三圏域の中

心都市（八戸市・久慈市・二戸市）と各々の圏域を担当する県の機関が一堂に会する協議・意見交換の場として平

成18年に設置されたのが、「北緯40° ナニャトヤラ連邦会議」です。

　現在、防災協力体制、産業経済活性化、広域観光、森林資源活用、スポーツ・文化交流の5つの専門部会で、

三圏域の地域振興に向けた協議を行い、連携協力事業を推進しています。

　8月30日に岩手県に上陸した台風第10号は、大雨による
河川の氾濫や浸水、土砂災害等、これまでにない被害を多数
もたらしました。県内では16名の方が犠牲となり、7名の方
の安否が確認できない状況となっています。管内においても久
慈市で1名の方が犠牲となりました（9月6日現在、岩手県
災害対策本部発表）。
　亡くなられた方 の々ご冥福をお祈りしますとともに、被災され

「北緯40°ナニャトヤラ連邦」を構成する八戸市小
林市長・久慈市遠藤市長・二戸市藤原市長のア
ニメキャラクターが活躍するPR動画。「謎男＆謎
子」が、地元の知らない事や知りたい事について、
密着取材した内容をクイズ形式で配信します。

北緯40度線▶

　「2016希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」開催による地域外の来訪者などの増加を見越して、県北地域の魅力
発信と特産物のPRを目的とした産直・農家レストランのマップを制作しました。
　B2判サイズのリーフレットで開きやすく、持ち運びしやすい大きさです。産直やレストランの写真がフルカラーで掲
載されており、所在地、連絡先、営業日のほか、地図にリンク可能なQRコードなどの知りたい情報がわかりやすく掲
載されています。県北地域の旬な食材などの産直情報も掲載されているので、今が食べ時の特産物もチェックできます。
　そのほかマップには、道の駅、名勝、ドライブポイント等が掲載されており、県北地域の便利な旅のお供になります。

YouTubeで好評配信中！
ぜひ見にきてね！！

今後、全戸配布広報誌「北いわて最前線」をより充実した内容にするため、皆様の声をお聞かせください。

防災協力体制 市町村相互応援協定に係る応援要請の情報伝達訓練

産業経済活性化 企業等に対するイベントや商談会への出展支援（はこだてグ
ルメサーカス、とり肉産地PRイベント、商談会）

広域観光
北緯40°ナニャトヤラ連邦PR動画制作／観光ＰＲイベントでの
三圏域のＰＲ（北限の海女フェスティバル、はこだてグルメサー
カス、弘前さくらまつり、八戸三社大祭、東北六魂祭）

森林資源活用 地域材活用セミナー開催、林産物ＰＲ

スポーツ・文化交流 パークゴルフ交流大会（二戸市、8月20日）
郷土芸能交流祭（久慈市、2月19日）

その他 三市の広報紙面における相互記事掲載
三市ふるさと納税の相互PR

県北地域産直・特産物マップ

台風第10号による被害について

アンケートへのご協力をお願いします

平成28年度の主な取組

※回答は、右の二次元バーコード、はがき、FAX、電子メールのい
ずれかによりお願いします。
◆送り先／【はがき】 〒 028-8042 久慈市八日町 1-1 県北広域振
興局「北いわて最前線アンケート」係
【FAX】 0194-53-1720 【電子メール】 BK0001@pref.iwate.jp 
◆締切／平成 28年 10月31 日（月）

（1） 記事はわかりやすかったですか？（番号で回答）
①非常にわかりやすい　②わかりやすい　③普通
④わかりにくい　⑤非常にわかりにくい

（2） 今回の記事で興味を持ったものは何ですか？
（3） 本誌へのご意見・ご要望がありましたら、ご自由

にお書きください。 スマートフォン用 携帯用

北緯40°
ナニャトヤラ連邦
ふしぎ発見！

お
近
く
の
産
直
や

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

に
て
配
布
。

久慈市本町から久慈駅方面を望む（8月31日8時頃） 久慈駅付近での道路側溝の泥除去（9月6日） ボランティアの皆様による復旧作業への支援
（9月6日、久慈市中央1丁目）

応援メッセージが添えられた民家脇の土のう
（9月6日、久慈地区合同庁舎付近）

た方 に々心よりお見舞い申し上げます。
　皆様の暮らしが少しでも早く元の状態に戻るよう、国や市町
村、関係団体等と連絡しながら復旧に向けた取組を進めてまい
ります。また、一人ひとりが心豊かに暮らすことができる、安心・
安全なまちづくりに全力で取り組んでまいります。

平成28年9月6日
岩手県県北広域振興局長　八重樫　一洋
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